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	応用
	抗原情報
	背景
	このプロトオンコゲンは、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーのRAFサブファミリーに属し、細胞の成長と発達に関与している可能性がある。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2012年1月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：サブユニットあたり2個の亜鉛イオンを結合する。,機能：細胞膜から核への分裂促進シグナルの伝達に関与する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。TKL Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 RAF サブファミリー。,類似性: ホルボールエステル/DAG 型ジンクフィンガーを 1 つ含む。,類似性: タンパク質キナーゼドメインを 1 つ含む。,類似性: RBD (Ras 結合) ドメインを 1 つ含む。,サブユニット: TH1L/NELFD と相互作用する。,組織特異性: 主に泌尿生殖器組織に存在。,
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; ErbB/HER; 細胞増殖
	画像データ
	

	A-RAF抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	PMA 125 ng/ml 30μl処理したHeLa細胞ライセートのA-RAF抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	A-Rafポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

